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第２【事業の状況】 
 
１．【業績等の概要】 
 
(1) 業績 

 
当連結会計年度のわが国経済は、下半期において、ＩＴ関連分野の在庫調整などにより景気はやや足踏み状態

となったものの、全体としては中国を始めとするアジア及び米国経済が堅調であったことや、企業収益が改善し

民間設備投資が増加したことなどから、回復基調を維持してまいりました。 

 

このような状況の中、当社グループは、

利益は、65,239 百万円増益の 116,028 百万円となりました。また、税引き後の当期純利益は、財務体質の更な

る健全化を目的に、減損会計の早期適用による損失や、平成 17 年度におけるたな卸資産の評価方法変更に先立
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(2)キャッシュ・フロー 
 

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フロー225,751 百万円を確保し
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２．【生産、受注及び販売の状況】 
事玉

指 邁 韋 師

金額（百万円） 前環
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３．【対処すべき課題】 
 

当社グループでは、中国を中心とする東アジア経済の活況等を背景として、鉄鋼事業を中心に高水準の生産を継続し

ておりますが、鉄鉱石や石炭といった鉄鋼主原料の過去に例をみない値上がりを始めとして、各種資材・原料価格の上
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⑥事故、災害等による操業への影響 
当社グループの生産設備の中には、鉄鋼関連の高炉、転炉など高温、高圧での操業を行なっている設備があります。

また、高熱の生産物、化学薬品等を取り扱っている事業所もあります。 

対人・対物を問わず、事故の防止対策には万全を期しておりますが、万一重大な事故が発生した場合には、当社グ

ループの生産活動に支障をきたし、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

また、大規模地震や台風等の自然災害により生産設備等に被害を受けた場合には、操業に支障が生じ、業績に影響

を及ぼす可能性があります。 
 
⑦環境規制の強化 



�Á�8�v�ç

�ï�Ò�ð
��•
a�ï	t�ç

�¢�p�þ�£�ç

�Ñ�Ÿ�æ�¿�Ó�µ�ç�Ö�Ä�é�æ�ž�Ü

�
���õ�ç

�¢�ž�Ý�æ�§�£�ç

�é�¿�Å�Ì�¿�Ñ�ç�Ü�ä�¦�õ�+�ç

	¤�è�ü�ü�å���D�ù�ý�Ô�T�’�ç

�•�Z�›�•�¬�ƒ�w�Ô�‡�p�ç



 －22－

(3) その他の経営上の重要な契約 





 19,700 百万円であります。なお、本費用には、当社
技術開発本部で行なっている横断的または基礎的研究開発などで、各事業区分に配分できない費用 2,755 百万円
が含まれております。 

  主な事業の種類別セグメント毎の研究開発活動の状況は、以下のとおりであります。 
 
 ［鉄鋼関連事業］ 
   主に、当社鉄鋼部門及び溶接カンパニーの技術開発部門において、製品開発と生産技術の高度化の両面にお

いて積極的な研究開発に取り組んでおります。 
   鉄鋼部門では、当社独自の特長ある製品の開発、製品をご利用頂く際の利用技術、安定したものづくりのた

めの生産技術の向上に注力しております。当連結会計年度の主な研究開発成果としては、薄板ハイテンにおい
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 ③財政状態についての分析 

 

当連結会計年度末の総資産は、売上高の増加により流動資産が増加した一方で、設備投資は減価償却費を

下回る水準であったことなどから、前連結会計年度末に比べて 151 億円減少し、1 兆 9,012 億円となりまし


